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第１章 序論 

1.1 はじめに 

2020 年 12 月，政府は「デジタル社会の実現に向けた改革の基本方針」を決定し，

さらに 2022 年には「デジタル社会の実現に向けた重点計画」が閣議決定され，行政

のデジタル化が加速している[1]。「人に優しいデジタル化」を目指し，行政手続きの

完全オンライン化や複数の煩雑な手続き・サービスのワンストップ化，ネットワーク

環境整備・拡充などの原則が策定され[2]，地方自治体へのデジタル改革も推進してい

る。オンライン化によりペーパーレスや業務の効率化が達成されるため，環境資源の

負荷軽減や今後さらに深刻となる人手不足への対策の一つとなる重要な施策である。 

 

1.2 研究背景 

飯塚市役所では 2023 年 4 月より業務改善・DX 推進課が設立され，市役所内各課で

課題となっている点を取り上げそれらの解決や，必要なデジタル機器やソフトウェア

の提案を行っている。本研究ではその活動に参加し，業務の効率化や設備の提案を試

みる。 

職員の中には，雇用期間に定めのある会計年度任用職員や，市立保育所に所属する

方など多数の職員が在籍しており，特にそのような方々は業務に使用する個人貸与の

PC を所有していない。そのため，貸与 PC を持たない職員でもファイルを扱いやすい

ように，私有のスマートフォンなどでも入力が可能なファイルを作成する必要があっ

た。また，既存の図書館を改修して開設される子ども図書館においては予算の限りが

あるほか，市役所内の業務用ネットワークしか接続ができないため，オフライン環境

で動作するアプリケーションの提案が必要であった。 

このような条件のもと，スマートフォンで使用でき市役所の業務でも用いられてい

る一般的な表計算ソフトである Microsoft Excel に類似する Google スプレッドシート

を用いて報告，集計ファイルを作成することで解決を試みる。さらに，HTML や

JavaScript を用いて小学生以下の子どもに楽しんでもらえるようなアプリケーション

の開発を行い，提案を試みた。 

 

1.3 本研究の目的 

飯塚市役所業務改善・DX 推進課に寄せられた相談の中で，本研究では 

1. 時間外勤務報告の改善 

2. 子ども図書館整備事業に対する設備提案 

に着目した。 
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時間外勤務の報告は，主に業務用の個人 PC を持たない職員が書類に直接記入して

行っていたことを電子化してほしいという依頼であるが，所内の業務用ネットワーク

に接続しなくとも利用できるようにする必要が生じる。そこで，ブラウザ上やスマー

トフォンのアプリケーションで利用できる Google スプレッドシートを利用して作成

することとした。Google スプレッドシートは，インターネット上で利用できる表計算

ソフトであり PC，スマートフォンを問わず利用することができるという利点がある

ほか，市役所内で頻繁に利用されている Microsoft Excel と似たような操作が可能であ

るという点に注目した。また報告者が入力後，所属長が確認・承諾をする必要がある

ため，特定の記憶媒体に保存するわけではなく，クラウド上に保存し複数人に共有す

ることができるという利点がある。よって入力，提出，確認までスムーズに操作でき

ると考え，Google スプレッドシートを利用した。 

子ども図書館整備事業は，現在開館している穂波図書館を改装し，本を読むだけで

なく実際に体験するなどして様々なものにより興味を持ってもらえるような施設に

することを目的としている。そのなかで，業務改善・DX 推進課に読書以外の設備と

して提案依頼があった。検討した結果，子ども図書館の対象が小学生程度の年齢であ

るため，簡単なクイズや計算を行えるアプリケーションで楽しんでもらうことにした。

一般に公開されているクイズアプリを利用することを検討したが，子ども図書館には

所内の業務用ネットワークしか構築しない計画のため，オンラインで利用できるアプ

リケーションではなく，ネットワーク利用がないアプリケーションの開発を試みる。 
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第２章 研究環境 

2.1 Google スプレッドシート 

Google スプレッドシートは，Google 社が提供している表計算ソフトの Web アプリ

ケーションである。Microsoft 社が提供する Microsoft Excel と同様に，数式や関数を用

いた計算やグラフ作成などの機能がある。Microsoft Excel は有料で，インストールし

たコンピュータしか利用できないが，Google スプレッドシートは Edge や Chrome と

いったウェブブラウザ上で利用でき，Google アカウントを登録している人であれば無

料で提供されている。オンライン上でしか利用することができないため，制限のない

公開ネットワークに接続されている必要がある[3]。 

 

2.2 Google アカウント 

 Google アカウントは，Google 社が提供しているアカウントサービスで，Gmail や

Google ドライブなどの多くのサービスへのアクセスに使用できる。個人利用とビジネ

ス利用に分かれており，個人用はストレージ容量やサービスに制限があるが無料で利

用できる。ビジネス用は独自のドメインや 30GB のストレージを利用できる[4]。 

 

2.3 HTML 

HTML は，プログラミング言語の一つである。HyperText Markup Language の略であ

り，ウェブページのもっとも基本的な構成要素で，ウェブページの基本レイアウトに

従ってウェブページのコンテンツを記述し定義するものである。HTML と同時に利用

されることが多い技術として，ウェブページの表示や表現を記述する「CSS」，機能や

振る舞いを記述する「JavaScript」が挙げられる[5]。 

 

2.4 JavaScript 

JavaScript は，プログラミング言語の一つである。軽量で，クライアントサイドで

あるウェブブラウザ上で実行されるインタープリタ型言語であり，HTML 上で作動さ

せることができる。ウェブページの動きを指定することができる。ブラウザだけでな

く，Adobe Acrobat や Node.js などの非ブラウザ環境でも使用されている[5]。 

 

2.5 CSS 

 CSS は，プログラミング言語の一つである。Cascading Style Sheet の略であり，HTML
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などで記述された文書の体裁や見栄えを表現するために利用される。文字の大きさや

色，配置などを指定することができ，ウェブページのデザインを決めている[5]。 

 

2.6 ChatGPT 

 ChatGPT は，OpenAI 社が提供している対話型 AI である。Chat Generative Pre-trained 

Transformer の略であり，学習済みの AI を活用するジェネレーティブ AI（生成系 AI）

の一種である。ChatGPT-3.5 と ChatGPT-4 の２つのバージョンが提供されており，

ChatGPT-3.5 は 2024 年 2 月現在では無料で利用できる[6]。 
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第３章 製作品 

3.1 時間外勤務報告ファイル 

時間外勤務報告ファイルは，表計算ソフトで作成されたテンプレートに報告者が勤

務時間や内容を入力し，所属長が命令・確認のチェックをしたものが，報告者全員の

集計結果として人事課に共有されるファイルである。クラウド上で管理され，PC・ス

マートフォンを問わず利用できるため，本人や所属長がどこにいてもどのような端末

を使用していても，手軽に利用できる。 

 

3.1.1 問題点と解決案 

これまで時間外勤務の報告は，以下の図 3.1 に示す報告書に手書きで記入して行わ

れていた。市役所内での人事管理システムに登録されていない臨時職員などは，月ご

とに１枚の報告書を使用し，日付と勤務時間，事業内容，休憩待機時間，振替日・時

間のほか，実働時間を自分で計算して記入する。時間外勤務は所属長の命令により発

生するため，実働前に命令印を押してもらい，実働後に本人の印と勤務を確認した者

の印を押す必要がある。 

図 3.1 時間外休日勤務等命令書 
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この方法では，月ごとに同じ用紙を使用するため紛失の恐れがあること，所属長本

人に印鑑をもらう手間が生じること，実働時間は職員自らが計算を行うため正しいか

どうかの確認が必要であること，などの課題が挙げられた。中でも最も負担になって

いた点が実働時間の確認で，この用紙を使って報告する職員は毎月数百人おり，それ

らすべてを毎月上旬に確認しなければならないからである。こうした課題を解決する

べく，PC やスマートフォン上で入力ができ，クラウド上で共有することでいつでも

閲覧することができるようなファイルの作成を試みた。また，実働時間を自動で計算

し，全職員分の集計が一覧として自動で反映させる機能の作成を試みた。 

 

3.1.2 勤務報告ファイル 

臨時職員全体の最終的な集計表は Microsoft Excel を用いて作成される必要があり，

報告者は個人が所有しているスマートフォンからも入力できるようにするためには

市役所内のサーバには保管できないため，Microsoft Excel と互換性があり公開ネット

ワーク上で利用できる Google スプレッドシートを利用してファイルを作成した。以

下の図 3.2 は報告ファイルの一部である。 

図 3.2 時間外勤務報告ファイルの一部 
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入力すべき欄は，黄色で塗りつぶすことで分かりやすくした。日付をダブルクリッ

クするとカレンダーが表示されるため，該当の日付をクリックすることで曜日，祝日

の可否を自動的に判断し表示する。勤務命令や休憩などの時間は，「10:00」のように

時と分の間に「：」を付けてそれぞれ半角で入力すると，自動的に所要時間を計算し

累計を表示する。実際に勤務した時間帯や開庁日かどうかに応じて給与倍率が変わる

ため，どの時間帯に何時間勤務したのかについても自動的に計算する。 

所属長等の確認については，チェックボックスを利用して確認印の代わりとした。

チェックボックスは所属長等以外の人が押しては不正になってしまうため，対策とし

てセルの保護を利用した。セルの保護をすることで，特定の Google アカウントでロ

グインしている人しかチェックボックスを押すことができなくなる。 

 

3.1.3 集計ファイル 

前述の報告書に入力された内容を入力者全員分連携し，まとめて表示するファイル

である。集計表は給与計算時に人事課が使用するファイルであるため，これまで使用

されている集計表を Google スプレッドシートで新たに作成した。以下の図 3.3 は，

集計ファイルの一部である。 

図 3.3 集計表の一部 

 

Google スプレッドシートでは，作成されたファイルごとにファイル名の他に固有の

ID が付与される。その ID とセルの位置を指定することで，別のファイルからデータ

を比較的簡単に引用することが可能である。そのため固有の ID を調べ入力すること

で，自動的に集計を行うことが可能である。 

 

3.1.4 報告者登録ファイル 
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勤務報告ファイルは報告者それぞれに一つのファイルが必要であるため，報告者の

人数分ファイルをコピーしなければならない。それはとても時間のかかる作業である

ため，課ごとに一括でコピーできるファイルを作成した。以下の図 3.4 は，報告者登

録ファイルの一部である。 

図 3.4 報告者登録ファイルの一部 

 

最上段にある所属長メールの右側の欄に，確認のチェックを行う所属長の Google

アカウント名（メールアドレスと同一）を入力し，報告者名の下の欄に報告書を作成

する人の名前を適宜入力して右端の作成ボタンをクリックすることで作動する。作成

ボタンを押すと，報告ファイルのテンプレートがコピーされ，確認のチェックができ

る欄が入力した所属長のみに制限される。その後，固有の ID やアクセス用の URL が

名前の横に表示され，スマートフォンからのアクセスに便利な QR コードも表示され

る。課ごとにフォルダを作ることで，同一フォルダ内に課員全員のファイルを格納で

きる。以下の図 3.5 は，ある課のフォルダ内のファイル一覧である。 
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図 3.5 ある課のフォルダ内のファイル一覧 

 

3.1.5 結果と課題 

今回の取り組みでは，市役所内の時間外勤務報告システムを利用できない職員が行

っていた紙媒体での報告と集計を電算化するために，Google スプレッドシートを用い

たオンラインファイルの作成により解決を試みた。専用のネットワークやアプリケー

ションを必要としないため個人所有の PC やスマートフォンを利用することで入力を

簡易化でき，集計作業においても負担軽減を可能とした。Google スプレッドシートは

ファイル間のデータ共有がシームレスにできるため，個人別の報告ファイルの作成や

集計ファイルへのデータの転記などが自動ででき，集計作業の負担軽減のほか全体で

の業務改善に貢献できた。 

課題として，入力をより簡易化できないかという点が挙げられる。市役所側の提案

では，同じく Google が提供する Google フォームを使用できないかという意見があり

検討したが，Google フォームと Google スプレッドシートのファイル数が単純に２倍

になり，２つのファイルを連携する作業が各々に必要になるなどの懸念点があった。

そのため違うアプローチを試みたが少し入力が複雑になってしまったことが課題で

ある。 
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3.2 クイズ，計算アプリ 

クイズ，計算アプリは，今後開館が予定されている飯塚市子ども図書館における設

備の一部として提案するものである。 

 

3.2.1 子ども図書館整備事業 

飯塚市子ども図書館整備事業は生涯学習課が推進する，子どもと保護者が安心・快

適に読者活動を行うことができる子ども図書館を，穂波図書館を改修して行う事業で

ある。目指す姿は，子どもたち（特に未就学児）が毎日行きたい，学びたい（発見が

あり本で学びたい）と思う子ども図書館である。計画段階において飯塚市がワークシ

ョップで行った子どもへのアンケートに，「ピタゴラスイッチのようなもの」や「絵

本ミュージアムのような空間」，「タッチパネルでクイズ」などのアイデアが出ていた

ため，私は「タッチパネルでクイズ」に着目し提案を試みた。 

 

3.2.2 ChatGPT による作成 

クイズアプリは，インターネット上で無料有料を問わず一般に公開されており[7]，

利用許諾の範囲で自由に利用が可能である。それらには無料で利用できるものも複数

存在するが，常時インターネット接続が必要である，問題数や選択肢，レイアウトな

どのカスタマイズが十分に行えないなどの制限があった。特に整備予定の子ども図書

館には，市役所内の制限されたネットワークしか整備されない計画であるため，PC

上のローカル環境でも動作するアプリを製作することにした。専用のアプリを一から

作るのではなく，ウェブブラウザ上で動かせるウェブアプリを製作することにした。

ウェブアプリの開発経験が乏しかったため，近年急速な発達を遂げている「ChatGPT」

を利用することにした。以下の図 3.6 は ChatGPT を用いて作成した画面の一部である。 

図 3.6 クイズアプリを作成した ChatGPT の画面の一部 
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ChatGPT は対話が可能なため，４択クイズを作りたいと投げかけ，必要な機能を応

答しながら作成してもらった。 

 

3.2.3 クイズアプリ 

ChatGPT により作成されたクイズアプリは，選択肢が４つあり，１回のサイクルで

５問出題される。複数登録されている問題の中からランダムに５題選ばれ，４つある

選択肢も毎回ランダムに表示される。正解と不正解の判定時に音声が再生され，全問

正解したときは特別な音声が再生される。対象年齢が小学生以下であるため，すべて

の漢字にふりがなを振っており，問題文と選択肢のふりがなはカッコ書きで対応して

いる。以下の図 3.7 および図 3.8 は，クイズアプリの画面の一部である。 

図 3.7 クイズアプリの画面の一部 1 

 

図 3.8 クイズアプリの画面の一部 2 



12 
 

 

3.2.4 計算アプリ 

クイズアプリの提案後，市役所職員の方のお話の中で，簡単な計算ができるものは

作れないかという依頼があり，これも ChatGPT により製作することにした。２桁程度

の足し算引き算であれば小学生程度の年齢でも楽しめると考え，作成した。実際の運

用では，タッチパネル対応の PC で操作することを想定しているため，キーボード入

力のほか，画面に表示された数字をタップすることで入力が可能である。以下の図 3.9

は２桁同士の計算アプリの画面の一部である。 

図 3.9 ２桁同士の計算アプリの画面の一部 

 

問題の数字は毎回ランダムに生成され，足し算か引き算も 50％の確率でランダムに

表示される。数字を入力後，「答えを確認ボタン」を押すと正誤判定が行われ，正解

不正解により音声が再生される。不正解時には正しい計算結果が表示される。 

さらに，掛け算や割り算でも同様のアプリを作成した。掛け算は，九九の中からラ

ンダムで表示され，割り算はその逆で，九九のかける数を答える問題である。以下の

図 3.10 は掛け算の計算アプリの画面の一部，図 3.11 は割り算の計算アプリの画面の

一部である。 
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図 3.10 掛け算の計算アプリの画面の一部 

 

図 3.11 割り算の計算アプリの画面の一部 
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 利用する子どもたちがそれぞれのレベルに合わせ，自分たちが遊ぶ問題を選択でき

るように，初期画面を追加した。以下の図 3.12 は，計算アプリの初期画面である。 

図 3.12 計算アプリの初期画面 

 

3.2.5 結果と課題 

今回の取り組みでは，今後予定されている飯塚市の子ども図書館における新たな設

備として，クイズアプリと計算アプリの提案を行った。アプリの作成には，昨今話題

の ChatGPT を一部用いて作成し，問題や選択肢がランダムに生成されることで子ども

たちが飽きないように工夫した。またクイズの問題は，適宜追加や変更が可能になっ

ている。今後，新たなアプリを作成することになった際には，市役所の職員でも今回

のように ChatGPT などの技術を用いることによって比較的簡単にアプリケーション

を作成できるということの提案も行った。 

課題として，以下の２点があげられる。１つ目は，クイズ問題の追加変更をする際

の手順が複雑なままであるという点である。JavaScript の配列に問題が格納されてい

るため，その書式にあった書き方をする必要が生じている。２つ目は，実際に使用し

た子どもたちの感想が得られていない点である。子ども図書館の開館前であり，別途

子どもたちに操作してもらう機会もなかったため，リクエストなどを反映させること

ができていない。以上の２点が今回の課題である。 
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第４章 結論 

本研究では，Google スプレッドシートというオンライン上の表計算ソフトや，生成

系 AI である ChatGPT などを用いて飯塚市役所内での業務効率化や新たな設備の提案

を行った。また，ChatGPT などを用いることによって専門的な知識がなくてもアプリ

ケーションが作成できるということを提案できた。 

時間外勤務報告ファイル作成では，市役所内の時間外勤務報告システムを利用でき

ない職員が行っていた紙媒体での報告と集計の電算化，およびペーパーレス化のため，

Google スプレッドシートを用いたオンラインファイルの作成により解決を試みた。

Google スプレッドシートは専用のネットワークやアプリケーションを必要としない

ため個人所有の PC やスマートフォンを利用することができ入力が簡単で，人事課が

行ってきた集計作業においても負担軽減を可能とした。Google スプレッドシートはフ

ァイル間のデータ共有がスムーズにできるため，個人別の報告ファイルの作成や集計

ファイルへのデータの転記などが自動ででき，集計作業の負担軽減のほか全体での業

務改善に貢献できた。また毎月数百枚使用している紙資源の削減ができるため，環境

への負担軽減も図られている。 

子ども図書館事業における設備提案では，今後予定されている飯塚市の子ども図書

館における新たな設備として，クイズアプリと計算アプリの提案を行った。４択クイ

ズが５問出題されるほか，簡単な四則演算が可能である。アプリの作成には，昨今話

題の ChatGPT を一部用いて作成し，問題や選択肢がランダムに生成されることで子ど

もたちが飽きないように工夫した。またクイズの問題は，適宜追加や変更が可能にな

っている。今後，新たなアプリを作成することになった際には，市役所の職員でも今

回のように ChatGPT などの技術を用いることによって比較的簡単にアプリケーショ

ンを作成できるということを提案した。 

課題として，報告書入力の簡易化やクイズ問題の追加変更時の手順改善が挙げられ

る。Google が提供する Google フォームを使用することで入力が簡易にでき，エクセ

ルなどの一般的なソフトウェアに入力したものが問題の一覧として反映されるなど

の改善が今後の課題である。 
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